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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第 26回  西脇市子ども・子育て会議  

開催日時  
令和６年３月 22日（金）  

午後１時 30分から３時 10分まで  

開催場所  西脇市役所  委員会室  

出席委員の  

氏名又は人数  
14名  

欠席委員の  

氏名又は人数  
１名  

出席職員の職・  

氏名又は人数  
事務局９名  

公開・非公開  

の別  
公開  

非公開の理由  －  

傍聴人の数  １名  

議事又は  

報告事項  

１  こども大綱等について  

２  子ども・若者・子育て支援に関するニーズ調

査等及び子育て関係団体等への意見聴取結果報

告について  

３  令和５年度西脇こども会議及び子どもの意見

聴取について  

４  その他                 

会議の記録（概要）  

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

委員  

 

 

○開会  

○教育創造部長挨拶  

 

【議事】  

＜こども大綱等について＞  

 

資料 1～ 1-3に基づき、事務局から説明  

 

 資料  1-1にこども大綱の目標・指標とあるが、「自  

国の将来は明るい」と思うこども・若者の割合につい  
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会長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て国は目標値を 55％と定めている。他と比較してこの  

項目だけ低いが、今までは３割程度だったのか。  

 

目標値を大綱で示してあるが、今後、実行計画が示

される中でも目標値が示されると思う。現時点では、

どのような調査を基にこの数値が出てきたのかという

ことは持ち合わせていない。  

 

１点目、目標値に関して。国がこのくらいの数値が

出るようにという目標なのかという点と、もう１点、

資料  1-2の初めの  100ヶ月を重視するということは共

通認識としてあると思うが、具体的に  100か月でどの

ようなことに重点をおくのか教えていただきたい。  

 

ま ず 目 標 値 に 関 し て は 、 委 員 の ご 指 摘 の と お り 、

国 が こ れ か ら 目 指 す と こ ろ と し て 定 め ら れ て い る 。

西 脇 市 は 今 か ら 策 定 す る こ ど も 計 画 の 中 に 西 脇 市 の

目 標 を 掲 載 す る こ と と な る の で 、 国 の 目 標 と 西 脇 市

の 目 標 は あ る 程 度 リ ン ク す る 設 計 に す る べ き で は な

い か と 考 え て い る 。 も う １ 点 、 は じ め の  100ヶ 月 に

関 し て 。 乳 幼 児 期 の 教 育 は 大 事 な も の だ と 考 え て い

る 。 こ ど も 園 を は じ め と し た 就 学 前 教 育 の 中 で 、 遊

び な が ら い ろ い ろ な 体 験 を す る と い う こ と を 西 脇 市

の 幼 児 教 育 の 分 野 で 行 っ て い る 。 そ の あ た り が 西 脇

市 も 重 要 と 考 え 、 カ リ キ ュ ラ ム を 作 成 し 、 取 り 組 ん

でいる。  

 

子 ど も が 中 心 に な る こ と は 間 違 い な い が 、 資 料 １

に あ る こ ど も 施 策 の 基 本 的 な 方 針 の ５ 番 目 、 「 若 い

世 代 の 生 活 の 基 盤 の 安 定 を 図 る と と も に 、 多 様 な 価

値 観 ・ 考 え 方 を 大 前 提 と し て 若 い 世 代 の 視 点 に 立 っ

て 結 婚 、 子 育 て に 関 す る 希 望 の 形 成 と 実 現 を 阻 む 隘

路 の 打 破 に 取 り 組 む 」 と あ る 。 若 者 が 希 望 を 持 て る

社 会 づ く り も 重 要 な 点 だ と 思 う の で 、 そ う い っ た 視

点 も 西 脇 市 の 施 策 に 反 映 し て ほ し い と 思 う 。 身 体

的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 に 幸 福 な 生 活 を 送 る こ と が で き

る 社 会 を 、 バ イ オ サ イ コ ソ ー シ ャ ル ウ ェ ル ビ ー イ ン

グ と い う が 、 こ と あ る ご と に こ の こ と を 述 べ る 先 生

も お ら れ る 。 そ の 先 生 は 、 お 題 目 の よ う に バ イ オ サ
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会長  
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イ コ ソ ー シ ャ ル ウ ェ ル ビ ー イ ン グ と 唱 え て ほ し い と

お っ し ゃ っ て い る 。 小 児 科 医 の 活 動 も そ れ に 基 づ い

て活動している。  

 

100か月というと、８歳程度の小学校低学年までが

特に大事だと考えられている。生まれてから小学校低

学年あたりを一体としてみていこうという考えが子ど

も家庭庁の趣旨となる。西脇市には期待している。  

 

こ ど も 家 庭 庁 の ホ ー ム ペ ー ジ に こ ど も 大 綱 が 掲 載

さ れ て い る が 、 そ こ に は ラ イ フ ス テ ー ジ 別 に 目 標 が

記 載 さ れ て い る の で 、 皆 様 ぜ ひ 一 度 目 を 通 し て い た

だ き 西 脇 市 の 子 ど も の た め に 役 立 て て い た だ け た ら

と思う。  

 

＜子ども・若者・子育て支援に関するニーズ調査  

等及び子育て関係団体等への意見聴取結果報告  

について＞  

 

資料  2-1～  2-3に基づき、事務局から説明  

 

質問等があればお願いする。  

 

居場所について、こどもの居場所づくりが資料 1-3   

で 重 要 と さ れ て い る 。 そ こ で 子 ど も の 居 場 所 と は 何

か と 考 え た 。 本 調 査 で は 、 13％ ほ ど の 小 学 生 が 、 居

場 所 が な い と 回 答 し て い る 。 こ の 「 な い 」 を 「 あ

る 」 に 変 え る こ と が 一 つ の 目 標 と な る が 、 そ の 居 場

所 と は 何 な の か と い う 問 題 が あ る 。 小 学 生 の 回 答 は

「 好 き な こ と を し て 自 由 に 過 ご せ る 場 所 」 が 69.6％

と 最 も 多 く な っ て い る が 、 資 料 １ の 方 で は 「 す べ て

の 子 ど も が 安 心 し て 安 全 に 過 ご せ る 多 く の 場 所 」 と

な っ て い る 。 好 き な こ と を し て 自 由 に 過 ご せ る こ と

だ け が 居 場 所 な の か 、 回 答 し て く れ た 小 学 生 が 考 え

て い る 居 場 所 と 、 大 綱 が 考 え て い る 居 場 所 の 整 合 が

と れ て い な い よ う に 見 受 け ら れ る 。 ど う い う 居 場 所

づ く り を 目 指 し て い る の か 、 そ の あ た り に つ い て 教

えてもらいたい。  
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答えはないが、国の資料説明で居場所について説明

した際に、子どもの視点に立ってというところがあっ

たが、今回の子どもからのアンケートの意見のように

「好きなことをして自由に過ごせる場所」が本当に 居

場所になるのか、そのあたりも子どもの意見を改めて

汲み上げながら、居場所について深く考える必要があ

る。居場所をハコモノとして新しく作ることは市とし

ても難しいので、今あるものを安心できる場所に変え

ていくということも一つの手段であるし、自宅が安心

できない場所であれば改めて居場所を作る必要もあ

る。このあたりも子どもの意見を汲み上げて、今後の

居場所づくりについて計画に反映していきたいと考え

ている。  

 

委員はどのような場所を「居場所」と思うか。  

 

理念の最初にある「安全で安心して過ごせる」が中

心かと考えている。回答の場所について学校を考えた

際に、「好きなことをして自由に過ごせる」時間も存

在するが、もちろんそれだけではない。他の公共の場

所も、例えば図書館では、本を読みたいという目的が

あれば、自由に読めると居場所と思うが遊びたいと考

えたら適した場所ではない。その場所によって思いを

遂げられ、安心安全が保障されているということが大

事かと思う。やはり一番は安心してリラックスしてい

られるという点ではないか。  

 

一種のシェルターというか、逃げ場所の確保という

面もあるのかと考える。自己肯定感についてデータを

見ると心配な点がある。地域とのつながりなどご意見

があれば伺いたいと思う。  

 

生後から３歳くらいまで自分の家で過ごすので、そ

こが居心地の良い場所となるが、成長につれてこども

園や小学校など、過ごす場所によってそこが居心地の

良い場所となる。外に出て遊ぶようになると、そこが

危なくないか親や周囲も観察しながら、自由にさせた

り遊ばせたりすることで、居場所となる。小学生を卒

業し、中学生になると電車で遊びに行くなど行動範囲
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も広がっていく。必ず居場所はこうでなくてはいけな

いという基準があるわけではないと思う。周囲の大人

の目が届くことも大事で、年齢に応じた居場所がある

と思うので、「あるべき」居場所はないのではない

か。  

 

アンケート結果では子どもは居場所が欲しいと言っ

ているわけで、果たして見守るだけでいいのかどうか

という問題がある。共働きだったりすると見守る時間

もあまりないという問題もある。  

 

もう少し細分化できればと思う。逃げ場所として周

りと断絶された空間も必要かと考えると、居場所は年

齢だけではなくその時々で変わるのではないか。「誰

かといて安心できる居場所」と「一人で静かに過ごせ

る居場所」でも違う。このようにいろいろあるので、

西脇市ではこういう居場所が少ないなどの具体化もで

きるのではないか。  

 

他の地域で居場所について参考になれば教えてほし

い。  

 

今回初めて小中学生にアンケートを行ったが、今後

こども計画を策定する際に子どもの意見を聞くことが

他の市町村でもされるかと思う。現在西脇市が先行し

ていることもあるので、これからも情報収集に努め

る。先ほどの居場所について、空間だけでなく時間と

いうこともある。いろいろな方面から考えていかなけ

ればならない。事務局としてもこれからしっかり考え

ていかねばならないと考えている。  

 

他市に先立ってアンケート調査しているなら、答え

も独自のものを用意する必要があると思う。本会議で

も意見をいただきたいと思う。今後の大きな検討課題

としていきたいと思う。  

 

私が今勤めている学校の校区内には茜が丘複合施設

Miraie（以下「 Miraie」という）があり、そこでは放

課後子どもたちが遊ぶ姿を見かけるし、放課後校区内
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をパトロールする際も子どもの姿を見かける。公共の

場で遊ぶことも多いが、誰かの家に行くことも多い 。

高学年になると校区内は自転車等で移動してよく、低

学年では家の周りなど、家庭での話し合いの中での制

限がある。一概には言えないが、自分が子どもの頃の

ような大勢の人数で集まり、外で走り回るという光景

は少なくなっている。  

 

Miraieは良い施設だと思う。子どもが集まる場所で

もあるし大人も行ける。交流の場所でもあるし一人に

もなれる。もっと利用してほしいが、 Miraieだけでも

足りないし、「居場所」というのは遊ぶ場所というだ

けでなく、１～２割の自己肯定感の低い子どものこと

をいかに守るかを考えて「居場所」を考えていかなけ

ればならないと思う。  

 

NPO法人みなみ会に所属しており、週１回、 Miraieで

子どもの見守りや宿題をサポートしたりしている。学

生のサポーターには外に遊びに行ってもらっている。

現在不登校の子どもや引きこもりの中高生が増えてい

るが、西脇市にはその子どもたちの居場所がないので

はないかと考えている。先日、民生委員の講習会があ

り、引きこもりの体験談について聞く機会があ った。

「居場所」でいろいろな作業を経験し、結婚までされ

たという話だった。ひきこもりや不登校の方という視

点では Miraieはあてはまらない。 Miraieの利用者は重

春小学校のお子さんが多い。西脇小学校校区にはドウ

ジアム（生活文化総合センタードウジアム）がある

が、活用している方は少ないのではないか。そういう

所でも見守りができればと思うし、黒田庄にもあれば

いいと思う。小学生にはアクセスの問題もあるので、

Miraie以外もあればいいと思う。  

 

不登校や引きこもりの方が通えるというとフリース

クールのような存在のことかと思って聞い たが、検討

課題かと思う。人口密度の問題もあり、 Miraieには人

が集まりやすくても黒田庄では難しいという地理的 な

問題も含めて考える必要がある。  
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保護 者 の 調査 に 、 ショ ー ト ステ イ と ファ ミ リ ー・ サ

ポー ト・ セン タ ー があ る が 、認 知 度 と利 用状 況が 少な

いと いう 結果 が 出 てい る 。 認知 度 が 低い のは 市の 方針

とし てこ れま で 啓 発が 十分 なさ れ な かっ たか ら か 。も

う１点、就学前保護者への質問の P25問 38の「あなたが

将来 必 要 なこ と 」 とい う 質 問で 30.1％の 方 が 「病 気や

出産 ・事 故な ど の 事情 があ った と き に一 時的 に子 ども

を預 けら れる こ と 」と いう 希望 が あ る。 具体 的に この

希望を取り組む道筋があるのか。  

 

ご指摘の点は課題だと感じている。親御さんの病気

などの事情の際、短期間預かってもらえるサービスと

してショートステイがある。現状、そういう場合児童

養護施設を中心に調整を行っているが、児童養護施設

に空きがなく利用が難しいこともあり、実績としては

少ないと思う。委員のご意見にもあったが、県では里

親さんへのショートステイを進めているので、西脇市

でも連携して、里親さんへのショートステイを利用し

たいと考えている。  

 

ファミリー・サポート・センターについて、現在西

脇市ではシルバー人材センターに一括でお願いしてい

る。他市の話では、子育て世代の若い世代の方が協力

してくださると聞く。経済的なことを考えても共働き

の方が多いので難しいかもしれないが、啓発によって

子育てを協力して行おうという空気が醸成されればい

いかと思う。大きい街を模倣するのではなく、西脇市

の規模で顔と顔が見える所で進めていける施策が必要

かと思うので、これから考えていければと思う。  

 

ファミリー・サポート・センターについて、互いに

という経路ができたらと思う。現状はシルバー人材セ

ンターに委託しており、知っておられる方はいても利

用に結びついていない現状は、我々としても課題だと

思っている。ご意見をいただく中で、今のお母さん方

は知らない人に子どもを預ける勇気が出ないという こ

となので、まずは関係づくりを行ったうえで、知って

いる方なら預けてもよいという仕組みを作りたいと

思っている。そのようなかたちで、ファミリー・サ
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ポート・センターの利用者を増やしていければと思

う。もう１点、お母さん方それぞれには、こどもプラ

ザ等で仲間づくりをしていただき、お互いに子どもを

見るというような関係性ができるような体制をつくっ

ていきたいと思う。  

 

関係づくりにはやはり同じ西脇市民同士お互い様だ

というところが重要で、行政に任せるだけではいけな

いと思うし、市民が盛り上がる方法を我々も考えてい

かなければいけないと思う。  

 

西脇市職員の育児休業や短時間勤務の取得状況につ

いて教えていただきたい。資料  2-1の P9問 24から始ま

る短時間勤務の取得状況だが、 P9の表を見ると、育休

取得率は、母親の「働いていない」方を除けば大体７

割くらい、父親の取得率は「働いていない」を除けば

１割くらいになる。世の中の平均は、母親が大体８割

で父親が２割くらいと考えると、若干低い印象をうけ

る。その理由は母親では「退職した」を除くと上位が

「制度がなかった」「育児休業が取りにくい雰囲気が

あった」というものになる。父親においても「育児休

業が取りにくい雰囲気があった」という理由が上位に

くる。仕事が忙しいのは皆同じなので理由にはなりに

くいので、事業主によって本来されるべきところがな

されていないということがあると思う。ただ、事業主

の皆さんに育休取得を呼び掛けてもなかなか進まない

ので、まず西脇市役所で率先して育休、短時間勤務取

得の範を示してほしいと思う。  

 

データを持っていないので、次回お答えする。  

 

例えば国家公務員で育休を取らせないと査定される

そうだ。西脇市も率先して育休を取る姿勢が大事では

ないかと思う。  

 

ここ２～３年で変わってきており、育休を取る職員

も増えてきている。また詳細は後日述べたい。  

 

育 休 の 割 合 が 少 な い の は 事 実 だ と 思 う 。 西 脇 市 の
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特 質 と し て 、 個 人 事 業 主 が 多 い こ と が あ る の で は な

い か と 思 う 。 も ち ろ ん 行 政 の 方 が 率 先 し て 取 得 し 推

進 す る 必 要 が あ る と 思 う 。 当 然 市 民 の 反 発 も あ る か

と 思 う が 乗 り 越 え な い と い け な い と 思 う 。 こ ど も 園

で は 、 年 間  180人 く ら い し か 生 ま れ て い な い の に ０

歳 児 の 待 機 児 童 が 多 い と い う よ く わ か ら な い 状 況 に

な っ て い る 。 資 料  2-3の P6を 見 る と 、 休 み や す い 企

業 が 増 え て ほ し い 、 発 達 支 援 セ ン タ ー が 欲 し い 等 の

要 望 が あ る 。 里 親 コ ー デ ィ ネ ー タ ー は 我 々 で も で き

る の か 。 フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー も そ う だ

が 、 子 ど も ・ 子 育 て は 地 域 で し た 方 が よ い と 思 う の

で 、 こ ど も 園 で も な ん で も よ い の で 、 地 域 の 子 育 て

を 地 域 で で き る よ う に 、 例 え ば 堺 市 で は 、 子 ど も が

生 ま れ た と き の 各 戸 訪 問 を 保 育 士 が 行 っ て い る 。 保

育 士 を 中 心 と し た コ ミ ュ ニ テ ィ を 作 っ て 、 例 え ば 、

フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー の 会 員 も バ ス の 見

送 り の 親 御 さ ん の 顔 が 見 え て い る な ど 、 お 互 い に 顔

の 見 え る コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く っ て い く よ う な 、 保 護

者 支 援 の た め に お 互 い 様 と い う 土 壌 を 、 時 間 を か け

て も 作 っ て い か な け れ ば な ら な い の で は な い か 。 そ

の 際 、 社 会 福 祉 法 人 な ど も 利 用 し て も ら っ て 、 里 親

なども増やしながら頑張ってほしいと思う。  

 

保護者代表として何か意見はないか。  

 

西脇市は小中学校でいじめの問題が多発しているよ

うに見受けられる。この問題に関して改善したいこと

について何かあれば伺いたい。  

 

ご指摘のとおり、新聞等でいじめの問題が取り上げ

られているが、実際いじめの認知件数はどんどん上

がっている。いじめの中身としては、昔ならいじめに

該当しないようなものでもいじめと早期認定して早め

に対応するという、早期発見早期対応で再発はだいぶ

減っており、いじめの感度を上げることに取り組んで

定着してきている。次はいじめの発生自体を減らすよ

うな取組を行っている。また、不登校等人間関係の構

築が苦手な子どももいる。非認知能力の育成に力を入

れたり、今年はスクールカウンセラーをプラス で配置
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し、人間関係構築にアドバイスをいただけるようなア

プローチをしながら、子どもが良い人間関係を築ける

ような状況を構築するべく今年から強化しているとこ

ろである。  

 

育児休暇のことがあったが、子どもが小さい間は私

自身が病気の際も病院に連れていけたが、子どもが小

学生となった今、治療時間がわからない時 など、連れ

て行くのも留守番も難しい状況で、皆さんどうしてい

るのかという疑問がある。１～２時間のために夫に

帰ってもらうのか、遠くの祖父母に預けに行くのか、

先日も急な通院が必要となった際に、友人に預けよう

にも皆さん都合が悪く預けられなかった。そういった

時にお金もかからず預けられるところや近所の方に 頂

ければいいと思う。  

 

先ほどの西脇市民同士お互い様だからという問題や

居場所の問題にもつながってくると思う。  

 

＜令和５年度西脇こども会議及び子どもの意見聴  

 取について＞  

 

資料３に基づき、事務局から説明  

 

この会議に参加したが、皆さん熱心で素晴らしかっ

た。子どもたちはデジタルネイティブ世代 なので、こ

ういう形で意見をとりいれることは非常に 良いと思

う。  

 

「西脇市こどもの笑顔をはぐくむ条例」の認知度が

低いことがわかったのは残念だが、この条例が存在す

るということは西脇市の財産だと思うので、この条例

をもっと活用すれば良いと思うが、冊子のようなもの

はあるのか。  

 

冊子はないが、子育て支援ガイドブックを発行し、

条例の紹介をしている。そのガイドブックに QRコード

もつけて市のホームページにアクセスできるようにし

て周知している。  
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中学生くらいになればガイドブックや条例は読める

と思う。条例に書いてあることがどの程度反映されて

いるのか、子ども自身が検討できるような体制や、大

人でもどの程度条例が達成できているのかわかる体制

ができたら良いと思う。  

 

市のホームページを拝見しているが、参加した子ど

もの感想や利用者アンケート的なものがあれば 更にい

いと思うし、参加者の確保につながるのではと思う。  

 

グラフィックレコーディングをしばらく設置されて

いたが、今は無い。もうしばらく設置していても良

かったのでは。  

 

グラフィックレコーディングについては再度展示し

たいと思う。今回グラフィックレコーディングを入れ

たことで視覚的にわかりやすかった点もあるが、楽し

かったという感想やまた参加したいという意見があっ

たことを報告する。  

 

次回の会議については、新年度になり６月上旬頃と

考えている。引き続き委員の皆様にはお力添えいただ

ければと思う。  

 

○福祉部長挨拶  

○閉会  

 

問合せ先  西脇市福祉部こども政策課  

電話： 0795-22-3111（代）  

 


